キケロ『義務論』より : 「不定法」をめぐって（ラテン語とフランス語 古典作品を素材に(4)） by 秋山 学 & AKIYAMA Manabu
キケロ『義務論』より : 「不定法」をめぐって（
ラテン語とフランス語 古典作品を素材に(4)）
著者 秋山 学
雑誌名 ふらんす
巻 89
号 7
ページ 42-43
発行年 2014-06
URL http://hdl.handle.net/2241/00153846
 キケロ『義務論』より一一「不定法」をめぐって一
秋山学
、国.Quamquam te, Maree fili, annum iam audientem Cratippum idque Athenis, 
abundare oportet praeceptis institutisque philosophiae propter summam et doctoris 
auctoritatem et urbis, quorum alter te scientia augere potest, altera exemplis, !amen, ut 
ipse ad meam utiltatem semper cum graecis latina coniunxi neque id in philosophia 
solum, sed etiam in dicendi exercitatione feci, idem tibi censeo faciendum ut par sis in
utriusquc orationis facultate. -De officis, 1 
ID Depuis un an, mon fils, tu suis l'enseignement de Cratippe, etcela i Athenes; i 
faut done que tu sois amplement informe des preceptes et des doctrines philosophiques, 
en raison du haut prestige, i la fois, de ton maitre et de cete vile: l'un peut t'enrichir 
de sa science, l'autre de ses exemples. Cela est vrai. Neanmoins, de meme que 
personnelement, et pour mon profit, j'ai toujours joint aux etudes grecques les etudes 
latines - et cela non pas seulement en philosophie, mais ausi dans l'entrainement i 
!'art oratoire - j'estime que n,dois faire la meme chose, afin d'avoir l'egal usage des 
deux langues ・置l息子マルクスよ、お前はすでに1年間、クラティッポスの請荼を、しかもアテナイで聴
講しているのだから、 哲学の教えと実践とに富める者となっているに違いない。 師と学都の権威
は最高であり、 前者はお前を学知によって、後者は範例によって増し高めることができるからだ。
でもわたし自身、自らの研鎌のために、常にギリシア語の研究にラテン話の研究を結びつけてき
たし、それを哲学に限らず、弁謡術の鍛錬においても行なってきた。だから、同じことをお前も実
行すべきだと思う。 それはお前が、両言語の弁論の能力において等しくあるためなのだ。
この例文には、現在能動不定詞 (abundare,augere)、現在能動分詞 (audientem)、完
了受動分詞からの派生名詞 (praeceptis,institutis)、動名詞 (dicendi)、動形容詞（＝未
来受動分詞：faciendum)というふうに、動詞の不定法関連の語形が見られます。今回
は、動詞の「不定法」という問題について考えてみましょう。
いま「不定法」と記しましたが、これはひとまず「法」の一種と考えられます。動詞
の場合、「法」とは「時制」「態」、それに「数」「人称」とともに動詞の活用形を決定する
カテゴリーの1つです。ただ「数」（単数／複数）と「人称」 (1/2/3人称）が定まった場
合に動詞は「定形」となり、行為者が明示されるのに対して、「数」と「人称」が決定さ
れず、単独では行為者が特定されない活用形があります。それが「～すること」（不定
詞、動名詞）、「～ している XX」（現在能動分詞： xxは名詞）、「～された XX」（完了受
動分詞）、「～されるべき XX」（未来受動分詞）といった語形です。
これらのうち 「不定詞」 と「動名詞」 は「動詞の名詞化」、他の「分詞」類は「動詞の
形容詞化」 であるため、動詞の活用形ではあるものの品詞を異にし、いずれも「～詞」
という名称を持っています。その意味で「不定法」は、動詞から発しつつ動詞以外の品
詞に着地する語形を指すという、典味深い範疇であると言えるでしょう 。
動詞の名詞化として「不定詞」と「動名詞」の2種類がある理由は、格変化の問題に
関わりますっ「不定詞」は、中性名詞として扱われるものの格変化しないため、文章中
の用法としては、主格、および前置詞を伴わない対格としてのものに限られます。そ
れに対し「動名詞」は、中性名詞として格変化させられるため、動洞を名詞化したうえ
で斜格に置きたい場合（「～することによって」など）にも使用可能なわけです。
ーガラテン語の分詞は、「現在能動」 「完了受動」 「未来能動」「未来受動」の4種類し
かありません（「未来能動」は今回の例文には登場していません）。「未来受動分詞」は、
ふつう「動形容詞」と呼ばれるものと同じものを指しますが、「未来受動」というニュ
アンスのほかに「義務」「必然」の意味が加わります。
「不定詞」は動詞の名詞化であり、フランス語やドイツ語その他、近代語では動詞の
辞啓見出し語として広く 用いられています（英語の場合は〈 to+不定詞 〉から toを
除いたものですね）。一方ラテン語（およびギリシア語）では伝統的に「直説法現在能
動態・1人称単数」の活用形を辞書見出し語とする ことになっていて、 見出し語がすべ
て「わたしは～する」といった定形になります。語義慣には近代語の不定詞形が挙が
るので、厳密に言えば対応関係が不正確である ということになるでしょう。また「近
代欧米語⇒日本語辞典」の類では、見出し語の不定詞に対して挙がる日本語訳はふつ
う「終止形」であり、 この語形は正確には「名詞」 とは言えないでしょう。なおサンス
クリットでは、動詞の見出 し語としては「語根」 を挙げる ことになっていて、次元を異
にしたかたちで論理的一貫性が貫かれていると言えます。
（あきやま • まなぶ）
